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社内会議において育休制度の周知広報を行うほか、管理職が育休を取得することで、周囲が育休取得希望

の声を上げやすくなる環境を目指している。

市内の別事業所を含む全ての社員が言語聴覚士や公認心理師などの資格所有者であるが、育休取得者が

いる際には、事業所間において同一資格所有者による人員補填を行うなどの臨機応変な対応を行っている。

育休取得希望者に合わせ、その都度、柔軟にシフト調整を行うことができるようにしている。

今回の育休取得実績をきっかけに、他の社員も育休が取

得しやすい職場の雰囲気づくりを目指していく。

令和６年（2024年）の12月に育休を取得予定の男性社

員が１名いる。

今後の求人情報発出の際には、育休取得事例の広報も

行っていく。

設立当初から年配の方が社員の大半を占めており、多くの人

が非常勤として在籍するなかで、前職での経験を活かして勤

務している。

子育て経験者が多く、育休を取得しやすい環境である。

つくば市 男性育児休業取得促進奨励金 事例集

変わったこと・今後について社内の雰囲気

業 種 児童福祉事業 平 均 年 齢 55歳

事 業 所 の
従 業 員 数

26名（令和6年度）
男性3名／女性23名

育 児 休 業
取 得 者 数

1名（令和５年度）
男性1名／女性０名

平均休業日数 約2週間 申 請 年 度 令和6年度

取組内容

・管理職である自身が育休を取得することで、周囲も

取得しやすくなるのではと思い、取得に至った。

・育休取得前から報告・連絡・相談を綿密に実施した。

・第一子の時よりも落ち着いて配偶者の産後サポート

ができたと感じている。

・出生直後に2週間の育休を取得したが、出産直後は

配偶者も入院していたため、1～2週間遅く取得す

るべきであったと思う。

・配偶者の身体の回復に期間を要するため、もし取

得できるのなら、1か月程度の育休を取得したい。

育児休業を取得した

男性従業員の

声


